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7542 グループデータシート 

 
  7542グループのデータシートにおきまして、下記に示す内容にてシリアル I/O２の仕様を 
訂正致しますのでご確認ください。 
 
＜訂正内容＞ 
   7542グループのシリアル I/O２において、TxD2端子の出力形式については CMOS出力 

のみの対応であり、Nchオープンドレイン出力には対応しておりません。 
上記より、データシート上のシリアル I/O２ TxD2端子の Nchオープンドレイン出力に 
関する表記につきまして、これを削除し訂正致します。 
 

7542グループデータシート Rev.2.06の該当箇所を訂正し、Rev.3.00として発行致します。 
 
＜訂正箇所＞ 
  訂正箇所について、添付資料「7542グループデータシート訂正箇所」に示します。 

 
以上 
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7542グループ

図20．ポートのブロック図（１）

(1) ポートP00

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

キー入力割り込み発生回路へ

キャプチャ0入力

P00キーオンウェイク
アップ選択ビット

駆動能力制御

キャプチャ0入力制御

(2) ポートP01, P02 

コンペア出力

キー入力割り込み発生回路へ

コンペア出力制御

(3) ポートP03

タイマ出力

キー入力割り込み発生回路へ

P03/TXOUT出力有効
(4) ポートP04

シリアルI/O2入力

キー入力割り込み発生回路へ

シリアルI/O2許可ビット

P04キーオンウェイク
アップ選択ビット

受信許可ビット

(5) ポートP05

シリアルI/O2出力

キー入力割り込み発生回路へ

シリアルI/O2許可ビット
送信許可ビット

(6) ポートP06

シリアルI/O2クロック出力

キー入力割り込み発生回路へ

シリアルI/O2モード選択ビット
シリアルI/O2許可ビット

シリアルI/O2同期クロック
選択ビット

シリアルI/O2クロック入力

P06キーオンウェイク
アップ選択ビット

シリアルI/O2許可ビット

(7) ポートP07

シリアルI/O2レディ出力

キー入力割り込み発生回路へ

シリアルI/O2モード選択ビット
シリアルI/O2許可ビット
SRDY2出力許可ビット

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

駆動能力制御

駆動能力制御 駆動能力制御

駆動能力制御
駆動能力制御

駆動能力制御

添付資料「7542グループデータシート訂正箇所」
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＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞
　　　　　P0P 0P 0P 0P 055555/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 Pチャネル出力禁止チャネル出力禁止チャネル出力禁止チャネル出力禁止チャネル出力禁止
　に関する回路を削除　に関する回路を削除　に関する回路を削除　に関する回路を削除　に関する回路を削除。
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7542グループ

シリアル I/O

　7542グループは、シリアルI/O1とシリアルI/O2を持っています。

　シリアルI/O1とシリアルI/O2は、シリアルI/O1にバス衝突

検出回路があること及び、シリアルI/O2のTxD2出力形式が

CMOS出力のみであることを除き、同じ仕様です。

●シリアルI/O1

　シリアルI/O1はクロック同期形、非同期形（UART）のどち

らでも動作可能です。また、シリアルI/O1動作時のボーレー

ト発生専用タイマ（ボーレートジェネレータ）を備えていま

す。

(1)クロック同期形シリアルI/O1モード

　シリアルI/O1制御レジスタのシリアルI/O1モード選択ビッ

ト（b6）を“１”にすることによってクロック同期形シリアルI/

O1が選択されます。

　クロック同期形シリアルI/O1では、シリアルI/O1の動作ク

ロックに、送信側マイコン、受信側マイコンとも同一のク

ロックを用います。動作クロックとして内部クロックを用い

た場合、送受信の開始は送信/受信バッファレジスタへの書き

込み信号により行われます。

図52．クロック同期形シリアル I/O1ブロック図

図53．クロック同期形シリアル I/O1動作図

1/4XIN

1/4

F/F

受信バッファレジスタ1

001816番地

受信シフトレジスタ1

受信バッファフルフラグ
(RBF)

受信割り込み要求(RI)

クロック制御回路
シフトクロック

シリアルI/O1同期クロック選択ビット

ボーレートジェネレータ1
分周比 1/(n+1)

001C16番地

BRGカウントソース選択ビット

クロック制御回路立ち下がり検出

送信バッファレジスタ1

データバス

001816番地

シフトクロック
送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ(TSC)

送信バッファエンプテイフラグ(TBE)

送信割り込み要求(TI)
送信割り込み要因選択ビット

001916番地

データバス

001A16番地

送信シフトレジスタ1

P12/SCLK1

シリアルI/O1ステータスレジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

P13/SRDY1

P10/RXD1/CAP0

P11/TXD1

SRDY1

注1. 送信割り込み(TI)は、シリアルI/O1制御レジスタの送信割り込み要因選択ビット(TIC)によって、送信バッファが空になった
       とき(TBE=1)又は送信シフト動作が終了したとき(TSC=1)を選択します。

受信可能信号

送受信シフトクロック
内部クロックの1/2～1/2048
        又は外部クロック

シリアル出力   TxD1

シリアル入力  RxD1

受信/送信バッファレジスタ1
      (001816番地)への
      書き込み信号

オーバランエラー
(OE)検出

　2. TSC=0のときに、送信バッファレジスタにデータの書き込みを行うと、送信クロックは連続して発生し、シリアルデータ
       が連続してTxD1端子から出力されます。
　3. 受信割り込み(RI)は、受信バッファフルフラグ(RBF)が"1"になることによってセットされます。

D7

D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6

RBF = 1
TSC = 1

TBE = 0
TBE = 1
TSC = 0

＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞
　シリアル　シリアル　シリアル　シリアル　シリアルI/O2I /O2I /O2I /O2I /O2”””””TxD2TxD2TxD2TxD2TxD2”””””出出出出出力力力力力形形形形形式式式式式ののののの違違違違違いいいいい
　　　　　     についての記述を追加。についての記述を追加。についての記述を追加。についての記述を追加。についての記述を追加。
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7542グループ

【送信バッファレジスタ2/受信バッファレジスタ2】TB2/RB2

　送信バッファレジスタと受信バッファレジスタは同じアド

レスに配置されており、送信バッファレジスタは書き込み専

用、受信バッファレジスタは読み出し専用です。また、キャ

ラクタビット長が７ビットの場合、受信バッファレジスタに

格納される受信データのMSBは“０”となります。

【シリアルI/O2ステータスレジスタ】SIO2STS

　シリアルI/O2の動作状態を示すフラグ及び各種エラーフラ

グで構成された７ビットの読み出し専用レジスタです。ビッ

ト４～６の３ビットはUARTモード選択時のみ有効です。

　受信バッファフルフラグは受信バッファレジスタの内容を

読み出すと“０”にクリアされます。

　エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッ

ファレジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセット

されると同時に行われます。シリアルI/O2ステータスレジス

タへの書き込みですべてのエラーフラグ（OE, PE, FE, SE）が

クリアされます。また、シリアルI/O2許可ビット（SIOE）に

“０”を書き込むとエラーフラグを含むすべてのステータスフ

ラグが“０”にクリアされます。

　このレジスタのビット0～6はリセット時“０”に初期化され

ますが、シリアルI/O2制御レジスタの送信許可ビットを“１”

にしたときビット２とビット０は“１”になります。

【シリアルI/O2制御レジスタ】SIO2CON

　シリアルI/O2制御レジスタはシリアルI/O2の各種制御を行

う８ビットの選択ビットで構成されています。

【UART2制御レジスタ】UART2CON

　UART選択時有効な４ビットの制御ビットで構成されたレ

ジスタです。このレジスタの内容でシリアルデータ送受信時

のデータフォーマットを設定します。

【ボーレートジェネレータ2】BRG2

　シリアル転送のビットレートを決定します。

　リロードレジスタを持った８ビットのカウンタで、値nを

設定することにより、カウントソースを1/(n+1)の分周比で分

周します。

■シリアル I/O2に関する注意事項

・シリアルI/O2割り込み

　シリアルI/O2の送信許可ビットを“1”にしたとき、シリア

ルI/O2送信割り込み要求ビットが“1”になります。送信許可

に同期した割り込み発生が不要な場合は、以下の手順で設定

してください。

①シリアルI/O2送信割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

②送信許可ビットを“1”にする。

③一命令以上おいてから、シリアルI/O2送信割り込み要求

　ビットを“0”にする。

④シリアルI/O2送信割り込み許可ビットを“1”（許可）にす

る。

・シリアルI/O2許可時の入出力端子機能

　シリアルI/O2モード選択ビットおよびシリアルI/O2同期ク

ロック選択ビットの設定値により、P06、P07の機能が下記の

ように変化します。

(1)シリアルI/O2モード選択ビット→“１”：

　クロック同期形シリアルI/O選択時

・シリアルI/O2同期クロック選択ビットの設定

　“０”：P06端子は同期クロックの出力端子になります。

　“１”：P06端子は同期クロックの入力端子になります。

・SRDY2出力許可ビット(SRDY)の設定

　“０”：P07端子は通常の入出力端子として使用できます。

　“１”：P07端子はSRDY2出力端子になります。

(2)シリアルI/O2モード選択ビット→“０”：

　クロック非同期(UART)形シリアルI/O選択時

・シリアルI/O2同期クロック選択ビットの設定

　“０”：P06端子は通常の入出力端子として使用できます。

　“１”：P06端子は外部クロックの入力端子になります。

・クロック非同期（UART）形シリアルI/O選択時は、P07端子

　は通常の入出力端子として使用できます。

＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞
　　　　　P0P0P 0P 0P 055555/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 P/TxD2 Pチャネル出力禁止ビットチャネル出力禁止ビットチャネル出力禁止ビットチャネル出力禁止ビットチャネル出力禁止ビット
　に関する説明を削除。　に関する説明を削除。　に関する説明を削除。　に関する説明を削除。　に関する説明を削除。
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7542グループ

図64．シリアル I/O2関係レジスタの構成

シリアルI/O2制御レジスタ
SIO2CON　(003016番地、初期値：0016)

シリアルI/O2ステータスレジスタ
SIO2STS  (002F16番地、初期値：8016)

UART2制御レジスタ
UART2CON　(003116番地、初期値：E016)

b7                           b0 b7                           b0

b7                           b0

不使用(読み出し時"0")
("1"を書き込まないでください)

シリアルI/O2許可ビット(SIOE)

シリアルI/O2モード選択ビット(SIOM)

SRDY2出力許可ビット(SRDY)　

シリアルI/O2同期クロック選択ビット(SCS)

送信バッファエンプテイフラグ(TBE)

不使用(読み出し時"1")

サミングエラーフラグ(SE)

フレーミングエラーフラグ(FE)

パリテイエラーフラグ(PE)

オーバランエラーフラグ(OE)

送信シフトレジスタシフト終了フラグ

受信バッファフルフラグ(RBF)

0：(OE)∪(PE)∪(FE)=0

1：エラー発生
0：エラーなし

1：エラー発生
0：エラーなし

1：エラー発生
0：エラーなし

1：送信シフト終了
0：送信シフト中                    (TSC)

1：バッファフル状態
0：バッファエンプテイ状態

1：バッファエンプテイ状態
0：バッファフル状態

1：(OE)∪(PE)∪(FE)=1

キャラクタ長選択ビット(CHAS)

不使用(読み出し時"1")

ストップビット長選択ビット(STPS)

パリテイ選択ビット(PARS)

パリテイ許可ビット(PARE)

1：2ストップビット
0：1ストップビット

1：奇数パリテイ
0：偶数パリテイ

1：パリテイ許可
0：パリテイ禁止

1：7ビット
0：8ビット

（P04～P07端子はシリアルI/O2機能端子）
1：シリアルI/O2許可
（P04～P07端子は通常の入出力ポート）
0：シリアルI/O2禁止

1：P07端子はSRDY2出力端子に機能変化
0：P07端子は通常の入出力端子として動作

BRGカウントソース選択ビット(CSS)

受信許可ビット(RE)

送信許可ビット(TE)

送信割り込み要因選択ビット(TIC)

1：クロック同期形シリアルI/O
0：クロック非同期(UART)形シリアルI/O

1：受信許可
0：受信禁止

1：送信許可
0：送信禁止

1：送信シフト動作が終了したとき
0：送信バッファが空になったとき

外部クロックの16分周（UART選択時）
（クロック同期形シリアルI/O選択時）
1：外部クロック入力
BRG出力の16分周（UART選択時）
（クロック同期形シリアルI/O選択時）
0：BRG出力の4分周

1：f(XIN)の4分周
0：f(XIN)

＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞
　不使用ビットに変更。　不使用ビットに変更。　不使用ビットに変更。　不使用ビットに変更。　不使用ビットに変更。
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7542グループ

IOH＝－5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOH＝－1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.2～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

IOL＝5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.2～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

IOL＝15mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.2～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

VI＝VCC
（端子はフローティング。プルアッ
プトランジスタは切り離し状態）

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VSS
（端子はフローティング。プルアッ
プトランジスタは切り離し状態）

VI＝VSS

VI＝VSS

VI＝VSS
（プルアップトランジスタ接続時）

クロック停止時

VCC = 5.0V、Ta = 25℃

VCC = 5.0V、Ta = 25℃

“H”出力電圧
　P00～P07, P10～P14,
　P20～P27, P30～P37（注１）

“L”出力電圧
　P00～P07, P30～P37
　 (駆動能力=“L”選択時)
　P10～P14, P20～P27

“L”出力電圧
　P00～P07, P30～P37
　(駆動能力=“H”選択時)

ヒステリシス
　CNTR0, INT0, INT1, CAP0, CAP1（注2）
　P00～P07（注3）

ヒステリシス
　RXD0, SCLK0, RXD1, SCLK1

ヒステリシス
______

RESET

“H”入力電流
　P00～P07, P10～P14, P20～P27, P30～P37

“H”入力電流
______

RESET

“H”入力電流 XIN

“L”入力電流
　P00～P07, P10～P14, P20～P27, P30～P37

“L”入力電流
______

RESET

“L”入力電流 XIN

“L”入力電流 P00～P07, P30～P37

RAM保持電圧

オンチップオシレータ発振周波数

発振停止検出回路検出周波数

(3) 電気的特性（一般品）

表16．電気的特性（１）（一般品）
（指定のない場合，FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V，マスクROM版：VCC＝2.2～5.5V，VSS＝0V、Ta＝－20～85℃）

最　小

VCC－1.5

VCC－1.0

2.0

1000

62.5

標　準

0.4

0.5

0.5

4.0

－ 4.0

－ 0.2

2000

125

最　大

1.5

0.3

1.0

2.0

0.3

1.0

5.0

5.0

－ 5.0

－ 5.0

－ 0.5

5.5

3000

187.5

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

μA

μA

mA

V

kHz

kHz

VOH

VOL

VOL

VT+－VT-

VT+－VT-

VT+－VT-

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

IIL

VRAM

ROSC

DOSC

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位測定条件

注１．P11に関しては，UART1制御レジスタのP11/TXD1 Pチャネル出力禁止ビット（001B16番地のビット４）が“0”の場合です。

　２．RXD1，SCLK1，INT0，INT1（P36選択時）については，ポートP1P3制御レジスタのビット0，1，2が“0”（CMOSレベル）の時のみ
　　　ヒステリシスを持ちます。
　３．キーオンウェイクアップ動作時のみです。 ＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞

　注　注　注　注　注11111のののののP0P 0P 0P 0P 055555に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。
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7542グループ

IOH＝－5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOH＝－1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.4～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

IOL＝5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.4～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

IOL＝15mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.0～5.5V

IOL＝1.0mA
マスクROM版：VCC＝2.4～ 5.5V
FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V

VI＝VCC
（端子はフローティング。プルアッ
プトランジスタは切り離し状態）

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VSS
（端子はフローティング。プルアッ
プトランジスタは切り離し状態）

VI＝VSS

VI＝VSS

VI＝VSS
（プルアップトランジスタ接続時）

クロック停止時

VCC = 5.0V、Ta = 25℃

VCC = 5.0V、Ta = 25℃

“H”出力電圧
　P00～P07, P10～P14,
　P20～P27, P30～P37（注１）

“L”出力電圧
　P00～P07, P30～P37
　 (駆動能力=“L”選択時)
　P10～P14, P20～P27

“L”出力電圧
　P00～P07, P30～P37
　(駆動能力=“H”選択時)

ヒステリシス
　CNTR0, INT0, INT1, CAP0, CAP1（注2）
　P00～P07（注3）

ヒステリシス
　RXD0, SCLK0, RXD1, SCLK1

ヒステリシス
______

RESET

“H”入力電流
　P00～P07, P10～P14, P20～P27, P30～P37

“H”入力電流
______

RESET

“H”入力電流 XIN

“L”入力電流
　P00～P07, P10～P14, P20～P27, P30～P37

“L”入力電流
______

RESET

“L”入力電流 XIN

“L”入力電流 P00～P07, P30～P37

RAM保持電圧

オンチップオシレータ発振周波数

発振停止検出回路検出周波数

(3) 電気的特性（広動作温度範囲版）

表28．電気的特性（１）（広動作温度範囲版）
（指定のない場合，FLASH ROM版：VCC＝2.7～5.5V，マスクROM版：VCC＝2.4～5.5V，VSS＝0V、Ta＝－40～85℃）

最　小

VCC－1.5

VCC－1.0

2.0

1000

62.5

標　準

0.4

0.5

0.5

4.0

－ 4.0

－ 0.2

2000

125

最　大

1.5

0.3

1.0

2.0

0.3

1.0

5.0

5.0

－ 5.0

－ 5.0

－ 0.5

5.5

3000

187.5

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

μA

μA

mA

V

kHz

kHz

VOH

VOL

VOL

VT+－VT-

VT+－VT-

VT+－VT-

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

IIL

VRAM

ROSC

DOSC

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位測定条件

注１．P11に関しては，UART1制御レジスタのP11/TXD1 Pチャネル出力禁止ビット（001B16番地のビット４）が“0”の場合です。

　２．RXD1，SCLK1，INT0，INT1（P36選択時）については，ポートP1P3制御レジスタのビット0，1，2が“0”（CMOSレベル）の時のみ
　　　ヒステリシスを持ちます。
　３．キーオンウェイクアップ動作時のみです。 ＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞＜訂正箇所＞

　注　注　注　注　注11111のののののP0P 0P 0P 0P 055555に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。に関する記述を削除。
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